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2025 年 3 月 

 

日本コ ンク リ ート 工学会北海道支部 特別委員会 

将来構想検討委員会 報告書 

 

 

本委員会は， 日本コ ンク リ ート 工学会北海道支部設立 30 周年（ 2023 年 6 月） を契機に， 支部

運営の現状や課題を再認識する と と も に， 次世代への継承や支部の持続性を見据えながら ， 支部

活動全般について根本的かつ発展的に検討する こ と を目的と し て設置さ れた。  

本委員会では，「 総括 W G」「 表彰 W G」「 委員会 W G」「 事業・ 若手交流 W G」 の４ つのワ ーキ

ンググループを構成し ， 支部運営体制， 表彰事業， 研究委員会のあり 方や若手・ 実務者と の連携

などに関し て， いずれも 中長期的な視点から 検討を進めてき た。 本報告書は， こ れら の検討結果

を北海道支部の事業運営に関する 提案事項と し て取り ま と めたも のである 。  

 

 

（ １ ） 北海道支部全般に関する 提案 

現在， 支部主催の現場見学会や出前講座， 若手会運営委員会が主催する 技術勉強会や見学会な

ど， 支部会員や道内コ ンク リ ート 技術者の交流や情報発信の場と し て， 各事業は独立し て運営さ

れている 。 一方で， 各事業の持続的かつ円滑な運営には， 執行委員や幹部と なる 人材の確保が不

可欠であり ， それぞれの事業を連携さ せる こ と で， 若手人材の確保から 中堅技術者の執行委員へ

の参画， さ ら に幹部と し ての運営への参画につながる 流れを形成する こ と が望ま し い。 そのた

め， 各事業を効果的に活用し ， それら を統括し て事業を推進する 新たな組織体制の構築が必要で

ある と 考えら れる 。  

ま た， 支部主催の事業は， 支部幹部が主体と なって運営し ている が， 事業の持続性を考慮する

と ， 幹部会と 執行委員会の役割を見直し ， 執行委員が各事業の企画や運営に主体的に関与でき る

組織体制への移行が望ま し いと 考えら れる 。  

さ ら に， 支部活動の持続性と 活性化を見据え， 事務局業務の負担軽減， 広報活動のさ ら なる 強

化， そし て会員増強に関し ても 検討が必要である 。  

1） 組織体制 

・ 既存事業の内容を整理し ， それら を統括し て事業を推進する 組織体制を構築する 。  

・ 幹部と 執行委員の役割を明確化し ， 執行委員が各事業に主体的に関与でき る 体制に移行する 。  

・ 表彰事業などの総合的な運営を担う 委員会の設置を検討する 。  

・ 幹部会およ び執行委員会の選出枠と 人数を見直す。  

2） 事務局業務の効率化 

・ 現在の事務局業務の実態を把握し ， 効率化を進める 。  

・ 業務のデジタ ル化を進め， 負担を軽減する 。  

3） 支部 HP・ 広報活動の充実 

・ コ ンク リ ート の魅力を伝える 動画コ ンテンツ を公開する （ 30 周年記念動画など）。  

・ 各研究委員会の活動内容を公開する （ 設立趣旨， 議事録， 報告書など）。  

4） 会員増強策 

・ 若手技術者を対象と し た表彰事業等を実施する （ モチベーショ ンの向上と 参画意欲の刺激）。  

・ 学生や若手技術者向けの事業を強化する （ 若手会運営委員会の活動， 学生と 若手技術者が交流

でき る イ ベント を企画）。  
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（ ２ ） 表彰事業に関する 提案 

表彰事業には， 優秀学生賞と 功績賞がある 。 いずれも ， 2003 年に北海道支部が創立 10 周年を

迎えた際に創設さ れたも ので， 現在 20 年が経過し た。 優秀学生賞は， 道内大学， 短大， 高専の

学生が作成し た修士論文， 卒業論文に対し て表彰する も ので， 毎年相当数の応募があり ， 各年度

2 名から 5 名の学生が受賞し ている 。 受賞者の選考には， 受賞審査委員会を置き ， 論文の専門性

に応じ た委員を任命， 選出にあたる 。 昨今， 学術分野の会員が減少し ， 指導教員と 審査委員の重

なり が避けら れない場合が多い等の課題があり ， 運営方法について検討が必要である 。  

功績賞は， 北海道内在住の日本コ ンク リ ート 工学会会員で，（ 1） 北海道のコ ンク リ ート 工学の

発展に著し い貢献をし たと 認めら れる 者，（ 2） 日本コ ンク リ ート 工学会北海道支部の発展に著し

い貢献をし たと 認めら れる 者， のいずれか， ま たは両者に該当する 者に授与し ている 。 2003～

2014 年は毎年受賞者があったが， 2015 年以降は 2017 年， 2020 年以外は該当者がなかった。 受

賞者を選定し づら く なった理由は， 2005 年に個人情報保護法が施行さ れ， 北海道支部において

支部会員の個人情報を入手する こ と が困難になったこ と ， が挙げら れる 。 名簿にある 年齢から ，

自動的に対象者がリ ス ト アッ プさ れ， そこ から 受賞資格を満たす会員を選定する こ と ができ なく

なった。 そのため， 執行委員等によ る 推薦を基に選定する こ と と し たが， 表彰につながる 例が極

端に減少する こ と と なった。 ま た， 非常に功績のあった会員が逝去さ れた場合などこ の 20 年で

様々な事例があった。  

以上をふま え， 表彰事業は， モチベーショ ンと なる 仕組みを構築する こ と で JCI への入会を促

す役割と なる こ と も 考えら れる こ と から ， 現役世代を含めた幅広い会員を対象と し た表彰制度を

提案する 。  

1） 優秀学生賞 

・ 継続し ， 持続性のある 運営方法に見直す 

2） 功績賞 

・ 条件を見直し て継続する 。  

・ 受賞年齢を， 67 歳→65 歳（ 近年の定年延長を踏ま えた現職最後の年相当） に引き 下げ， 受賞

後も 支部活動可能と する 。  

・ 支部活動中心の評価（ 支部活動が顕著でない場合は対象外） と し ， ポイ ント 制を導入する 。  

・ 支部長経験者は無条件表彰と する （ 最大 10 年で 5 人）。  

・ 執行部活動， 研究委員会活動， 特別委員会（ 全国大会含む） など の活動状況を評価する 。  

・ 65 歳未満に逝去し た会員でポイ ント を満たす会員には， 授与可能と する 。  

・ 総会で表彰する （ 盾贈呈， 懇親会ご招待）。  

3） 支部活動 MVP 

・ 中堅世代での活躍を表彰する ため新設する 。  

・ 支部長の任期ごと に選定する （ 原則： 1 人/ 2 年）。  

・ 委員会活動（ 委員長を除く ） での活躍を中心に評価する 。  

・ 支部長と 副支部長で候補を選定し ， 困難な場合は委員会主査の意見を反映する 。  

・ 表彰状を授与し ， 懇親会に招待する 。  

4） 若手賞 

・ 支部活動で活躍し た若手を表彰し ， 会員加入を促すため新設する 。  

・ 毎年 1 名程度と する 。  

・ 会員資格の有無は問わない。  

・ 若手委員会が選定する 。  

・ 表彰状授与， JCI 会費 1 年間分を支給し ， 懇親会に招待する 。  

5） 表彰事業の運営について 
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・ 支部の体制を見直し ， 事業系委員会を設置し ， 総合的に運営にあたる 。  

 

（ ３ ） 研究委員会に関する 提案 

支部活動は， 土木， 建築等の他分野が一緒に活動し ている と いう 点が大き な特徴であり ， 研究

委員会の役割と し て，「 北海道」「 土木」「 建築」 に関連する 調査， 研究について議論する だけで

はなく ， それぞれの分野における 最近の話題・ 関心事等の情報交換の場， 相互理解の場である の

がよ い。 今後の研究委員会の活動の活発化に向けて， 委員の公募方法， 委員会テーマの設定方

法， 活動期間中およ び活動終了事後の工夫について， 以下の提案を行う 。  

1） 委員の公募方法について 

・ 従来の委員長から の声がけ， 総会での公示に加え， 支部のホームページやメ ール等での委員公

募を行う こ と で， 委員会参加の機会拡大を図る 。  

・ 現在は， はがき によ る 郵送以外に支部会員への連絡手段がないため， 連絡手段について本部と

調整し ， 支部で独自に会員の連絡先を収集し てメ ーリ ングリ ス ト を作成する など， 新たな連絡

手段を検討する 。  

・ はがき を使用する 場合は， 紙面への掲載可能な情報量が少ないこ と から ， QR コ ード を付記し

て， 支部ホームページへリ ンク さ せる など， 情報量を補う 工夫が必要と なる 。  

・ 支部のホームページ上で， 直接委員会への参加申込みや， 委員会への参加申込み状況（ 参加人

数や所属等） を確認でき る シス テムを構築する 。  

2） テーマについて 

・ 設立時のテーマ検討の参考と なる よ う に， 年に 1 度， 最近の気になる こ と ， 関心事などについ

て， 執行委員が所属する 各社や団体会員等から 1 案ずつ提出し ても ら い， 総会等で収集結果を

紹介する 。  

・ 勉強会と いう 位置づけでの開催も 認める こ と で， その中で自然発生的に新たな委員会テーマが

決ま る 可能性にも 期待さ れる 。  

・ JCI 本部， ある いは他の学会の委員会等で扱われたテーマを参考に， 北海道版と し て委員会を

設立する こ と で， 本部での動き の周知や北海道での適用性等についても 幅広く 意見交換でき る

機会と なる 。  

3） 活動期間中の工夫について 

・ 委員会での意見交換や審議の過程も 有用な情報と 考えら れる ため， 議事録等を支部ホームペー

ジ上で公開する 。  

・ 委員会の開催会場を各委員の所属組織の会議室等で持ち回り と する こ と に努め， 会場利用さ せ

ていただく 組織の紹介（ 最近の活動など） も 委員会における 話題提供のひと つと する こ と で，

委員間の相互理解を深める と と も に， オブザーバーと し て各組織の若手など ， 委員以外の方に

も 参加を促す。  

4） 活動終了時・ 終了後について 

・ 活動終了時には， 報告書を支部のホームページ上で各委員会の設立趣意書と 併せて公開する 。  

・ 報告会と は別に， 活動内容を 1～2 時間程度の簡易な報告会（ 勉強会） と し て出張講座等が行

える 体制を整える 。  

 

（ ４ ） 事業・ 若手支援に関する 提案 

既存事業である コ ンク リ ート の日 in HOKKAIDO， およ び若手支援の主対象と なる 若手会運営

委員会主催の各種行事は， 支部会員およ び道内コ ンク リ ート 技術者の交流の場， 情報発信の場と

し て機能し ている 。 一方， 北海道支部の健全な運営のためには， 執行委員や幹事と なる 人材確保

が重要であり ， こ れら の行事が交流の場， 情報発信の場の役割に留ま る だけでなく ， 各行事を通
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じ て道内の技術者や学生に支部の活動状況が理解さ れ， 将来的には， 学生がコ ンク リ ート 分野に

興味を持って， 道内のコ ンク リ ート 関連企業への就職（ 再就職）， ある いは道内の大学・ 高専等の

教員・ 研究者と なって， 若手会運営委員会や執行委員会に参画し ， 最終的には支部幹事と し て運

営に携わる よ う な人材の流動化が望ま れる 。 こ のため， 支部執行部と 若手会運営委員会がそれぞ

れ主催し ている 行事の関連性の明確化， さ ら には両者の架け橋と なる 新規行事の検討も 必要であ

る よ う に思われる 。 以下に， 事業・ 若手支援に関する 意見およ び提案を列記する 。  

1） コ ンク リ ート の日 in HOKKAIDO 

【 出前講座】  

・ 道内のコ ンク リ ート 技術者に対する 情報発信の場と し て， 継続すべき 事業である 。  

・ 新型コ ロ ナ流行の終息後， 対面と オンラ イ ンのハイ ブリ ッ ド 開催と なり ， 道外から の参加も 含

め参加者数は増えている 。 こ のため， 今後も ハイ ブリ ッ ド 形式の開催が望ま れる 。  

・ 新型コ ロ ナ流行前は， 札幌だけでなく 地方都市でも 開催さ れており ， 学生が参加する ケース も

見ら れた。 し かし ， ハイ ブリ ッ ド 開催を前提と し た場合， 配信業者や通信環境の問題から 地方

都市での開催が困難な場合も ある 。 し たがって， 学生向けの情報発信については， 若手会運営

委員会ま たは新事業での対応を検討する こ と と し ， 基本的に札幌でのハイ ブリ ッ ド 形式の開催

を推奨する 。 なお， 本提案は地方都市での開催を排除する も のではない。   

・ 大学から 実務者への発信に限定する 必要も なく ， 副題の「 大学から 実務者へ ～技術情報の発

信と 情報交換～」 の削除を検討すべき と 提案する 。  

【 見学会】  

・ 道内のコ ンク リ ート 技術者の交流の場， 情報収集の場と し て， 継続すべき 事業である 。  

・ 担当幹事が一部の土木関連の企業に偏っており ，見学先も 土木工事現場が多い。JCI の理念から

する と ， 様々な分野の工事を選定する こ と が望ま し く ， 建築工事現場の見学先（ ただし ， コ ン

ク リ ート 工事が特徴的なも の） を検討する こ と ， およ び担当幹事の循環が必要である 。  

2） 若手会運営委員会 

・ 道内若手技術者と 支部執行部をつなぐ 場と し て， 今後も 継続すべき 委員会である 。  

・ 現状では， 見学会や技術勉強会が継続的に開催さ れている が， 既存事業に捉われず新し い活動

の検討が望ま れる 。 学生主体の活動があっても 良い。  

・ 中学生／高校生や大学／高専の低学年向けに， コ ンク リ ート の情報や魅力が伝わる よ う ， SNS

（ Instagram， X， TikTok など） を活用し た情報発信や， 講義用のコ ンテンツ製作を検討する こ

と が望ま れる 。 SNS に詳し い学生が， 情報発信に携わっても 良い。  

・ 若手会運営委員会に限ら ず， 現在の様々な委員会における 民間企業から 委員は， 土木分野の技

術者がほと んどである 。 支部活動に従事する 建築分野の技術者を増やすため， ま ずは若手会運

営委員会において， 建築技術者を増やすよ う 努力すべき と 提案する 。  

・ 優秀学生賞受賞者の発表の機会を設ける べき である 。  

3） その他 

・ コ ンク リ ート の日 in HOKKAIDO の出前講座と 見学会， 若手会主催の技術勉強会と 見学会が，

それぞれ独立し て運営さ れている 。 コ ンク リ ート 分野における 若手人材の確保 ⇒ 中堅技術者

が JCI 北海道支部執行委員会に参画 ⇒ 経験を積んで運営（ 幹部） に携わる と いった流れを形

成でき る よ う ， それぞれの行事を上手く 活用し て連動を図る こ と が望ま れ， 各種行事の関係を

結び付ける よ う な新事業を検討し ても 良い。  

・ 情報発信専門の委員会を創設し て， 個別に開催さ れている 情報発信の一元化を検討し ても 良

い。 例えば， 各分野の第一人者の先生， 民間企業の技術者（ 学生と の交流も 含む）， 若手技術

者が時期を変えて発表する よ う なシリ ーズを設ける など。  
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委員構成 

 

委員長 深瀬 孝之 北海道科学大学 

幹 事 井上 真澄 北見工業大学 

 〃  谷口  円 室蘭工業大学大学院 

 〃  高瀬 裕也 室蘭工業大学大学院 

 〃  橋本 勝文 北海道大学大学院 

 

総括 W G 

主 査 井上 真澄 北見工業大学 

委 員 谷口  円 室蘭工業大学大学院 （ 表彰 W G 主査）  

〃  高瀬 裕也 室蘭工業大学大学院 （ 事業・ 若手支援 W G 主査）  

〃  橋本 勝文 北海道大学大学院 （ 委員会 W G 主査）  

〃  松本 浩嗣 北海道大学大学院 （ 表彰 W G 幹事）  

 〃  宮越 亮  日本高圧コ ンク リ ート 株式会社 

 〃  林  茂樹 勇建設株式会社 

 

表彰 W G 

主 査 谷口  円 室蘭工業大学大学院 

幹 事 松本 浩嗣 北海道大学大学院 

委 員 井上 雅弘 株式会社長大 

〃  神本 邦男 北海道太平洋生コ ン株式会社 

〃  渡辺 暁央 苫小牧工業高等専門学校 

 

委員会 W G 

主 査 橋本 勝文 北海道大学大学院 

幹 事 中村 拓郎 土木研究所寒地土木研究所 

委 員 足立 裕介 北海学園大学 

〃  黒川 翔太 曾澤高圧コ ンク リ ート 株式会社 

〃  坂口 淳一 株式会社 HRC 研究所 

〃  高橋 良輔 北海学園大学 

 

事業・ 若手支援 W G 

主 査 高瀬 裕也 室蘭工業大学大学院 

委 員 笠井 尚樹 株式会社 HRC 研究所 

〃  金澤  健 北海学園大学 

〃  高橋 克明 伊藤組土建株式会社 

〃  金  志訓 室蘭工業大学大学院 

〃  瓦井 智貴 室蘭工業大学 

〃  對木 啓克 東陽上村アド バンス 株式会社 

〃  中村 真生 日本高圧コ ンク リ ート 株式会社 

 

事務局 片桐 章憲 株式会社ド ーコ ン  

〃  青野 美樹 株式会社ド ーコ ン  




